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  第 18 節 沿岸釣漁業 

 

1． 沿 革 

 沿岸釣漁業は，昔から県内一円で自由漁業として多くの漁業者が行ってきた。 

 金額ベ一スでみると，沿岸漁業の占める割合は全国で約12％（1996・平8年）。これに対して本県で 

は金額で10％，就業者で30％を占める（表1）。ただ漁獲量では3％程度であ乱これは本県の沿岸 

釣漁業が，高級魚を対称にしているためと考えられる（表2）。 

 本県の釣漁業は古く「海幸，山幸」の神話に始まり，開聞の「玉乃井」の史跡に連なる。鉄針で兄 

弟神の喧嘩になったように，漁業紛争は古来からの伝統のようである。現在，遊漁者の関心の強さも 

神代譲りというべきかもしれない。漁具の技術を記録したものは本県では1883（明16）年の全国水産 

展覧会で展示された『鹿児島県漁労説略 1』』を嚆矢とし，以後多数作られた。 

 まず 1903（明 36）年の報告 2）から漁場を見ると， 

 かつお漁場は黒潮の影響する海域すべてが漁場である。江戸時代（1603～1868）の沿岸漁場は，次 

第に沖合，遠洋へと移動。七島灘，三島，宇治群島，種子・屋久島，大島，佐多の各海域に広がった。 

その他に曳縄漁業があり，漁場往復の途中に利用された。 

 本県のぶり漁場は非常に広く，漁法も所により多種多様に分かれ，概ね6種がある。撒餌釣，大敷 

網，掛網，刺網，延縄，幌曳などである。延縄，幌曳は日置郡で盛大であったといわれる。延縄は薩 

摩郡西方，阿久根，長島の下門野で操業していた。 

 たい漁場は志布志湾，鹿児島湾口，開聞岳周辺，南薩西薩沿岸，甑島沿海，不知火海，長島周辺で， 

県内一円がタイ，およびレンコダイの延縄漁場として記録される。ほとんどが地先で操業している。 

一本釣は志布志湾，種子島周辺，桜島周辺，笠沙沖合，串木野沖合，上甑村の一部に限られる。特殊 

な技術を要したのか，延縄の方が能率的であったのか不明だが，全県一円にないのは面白い。 

 アジ，サバの手釣漁場は不知火海を除く県本土沿岸，甑島周辺，屋久島沿海の地先沖合などが漁場 

である。志布志，谷山，東加世田，串木野，阿久根や長崎県島原の漁業者が，山川，頴娃に根拠を移 

し，鹿児島湾口，佐多沖合，開聞岳沖合を漁場に150隻以上が出漁。谷山，指宿，山川，頴娃，およ 

び串木野から，屋久島の宮之浦，一湊，永田を根拠に同島沖合，硫黄島近海に毎年120隻以上が出漁 

した。また1879（明 12）年から100隻の漁船が毎年春に朝鮮近海に出漁していた。 

 いか漁場は「沿岸の浜浦一として之が釣獲を試みざるの地なし」といわれ，特に開聞岳東西沖合， 

甑島の北端は好漁場で，著名な山川，阿久根などの干しスルメはこの漁場のものであった。 

 バショウカジキ（秋太郎）漁場は頴娃村大川（10㌔沖合），串木野（甑島西南沖合および師との海 

峡），西市来村（地先沖合および久多島周辺），小根占村（地村沖合より佐多近海）を根拠に地先沖合 

を中心に延縄，刺網の漁法で操業し，独特の発展をした。 

 ふか漁場は志布志湾，佐多村，頴娃村川尻，西市来村，串木野村，上甑村平良村の地先または沖合 

で延縄で漁獲した。 

 この時代は動力船の活躍もなく，沿岸資源は比較的安定していたが，遠洋漁船の進出，動力船，各 

種省力機械の出現，養殖種苗の採捕などで回遊魚群が大量漁獲されるようになり，減少の止むなきに 

いたった。カツオ，マグロ，ブリ，サバ，イワシ，トビウオ，瀬物など非常に多種類に及ぶ。現在で 

は残された魚族を漁具の改良工夫で多く獲るうと努めている状況である。 
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  表 1．沿岸一本釣                           単位：100 万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  表2．年次別一本釣漁獲量推移          単位：㌧ 

 

 

 

 

 

 

 

  表3．釣の漁労体出漁日数：漁獲量   1996・H8              単位：㌧ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農林水産統計 漁業就業者 1997（9 次センサス） 
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 材料は一本釣では幹糸が麻糸，針金，天秤釣はモウソウ竹あるいは鯨髭など，重りは鉛製，チモト 

は麻糸または天然テグス等であった。延縄では麻縄の太いものを使用した。 

 1950年代（昭25～34年）後半の調査によると，漁具はその規模構造を保っているが，材料が綿糸に 

代わり，セキヤマをして柿渋やカッチで染めていた。徐々にナイロン道糸も現れつつあった。延縄は 

大半が綿糸であったが，漁具自体が次第に廃れつつあった。 

 曳縄では綿糸またはラミー糸とワイヤーを利用して，曳航用の縄には適当な重さの鉛のびしを打っ 

て魚群の遊泳層に合わせるよう工夫した。潜水板と称し幌用抵抗板が考えられ，深く潜るように調整 

に苦労する時代であった。さば跳ね釣の漁法が屋久島沖合に展開し，不夜城を呈したのもこのころで 

ある。 

 その後，タイのかぶし釣や，サバのハイカラ釣，改良ぶり釣等導入が図られ，一時的に好況だった 

が永続しなかった。一本釣に枝糸を出し，多くの釣り針を付ける立て縄漁法の試み（かじきびん玉流 

し釣）や延縄にさらに枝糸を付け，多くの釣を付けて立体的に操業する工夫も行われた（瀬戸内漁協 

の深海立延縄）。 

 その他釣り糸，揚縄機の開発，機械化などで遊漁者の増加と漁具屋の進出が進んだ。しかし最新の 

漁具は漁業者には手の届かない存在となり，経済性を追求する漁民は，一種の公害にも似た怒りを感 

じるようになった。自動いか釣機のように機械に依存するのではないこの漁法は，漁業者個々の力を 

試すことにもなる。 

 県水産専門技術員をした四元賢治は，実際の漁具を調査，収集し，旧来の漁具39点，先進地漁具な 

どとともに漁業研修所に展示している。 

 即ち釣漁業は経験（勘）と技術（こつ）との勝負であるが，後継者が減っている現在，将来に危惧 

を感ずる。遊漁者の進出が著しく，漁業者との調和が課題となってきた。 

 

2．漁業技術の発達 

 1） 魚種並びに漁業種の漁具の推移（瀬もの一本釣などで述べたものは除く） 

約百年の釣漁業の推移は次の表の通りである。伝統的な技術，漁法の流れは，現在も失われていない。 

「海幸，山幸」の生活基盤を保って来た大和民族の生きて来た証左であり，にわかに変更出来るもの 

ではない。技術革新によって漁具の発達はあっても魚の習性までは変えられない。 

以下の表では，百年の変化の中で高級魚指向が進み，捕る魚が増加したこと，技術が多様化したこと， 

一方資源が減少したものは滅び，人の好みに合わせて漁具も変化したことが分かるであろう。 

 （1）漁業推移表 一本釣                       （地名は各漁協） 
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（2）延 縄 



 －269－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （3）曳 縄 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （4） 先進地漁業技術習得講習および先進地漁業技術によりもたらされた漁業 

 県では戦前・戦後を通じ，漁業技術の向上，先進地の技術導入を図ってきた特に戦後は県外の有 

名講師を招いて講習会を開き，実際の操業を指導した。また普及事業の進展に伴い，実際に先進地の 

視察に赴き乗船実習をするなど，技術習得に努めた。1903（明 36）年の報告をもとに現在を検証して 

も，その基本は大方変わらず，ただその釣果を競って技術の改善を図って来たことが例える。自分の 

地先で，容易に，単独で操業出来ることが妙味であり，釣漁業が海面全漁業の10％の地位を保つ所以 

であろう。もちろん一針一尾が原則で，高生産性を得られないことが欠点であり，経験と技術がもの 

をいうこの漁業は，趣味人口はあっても，親から子へと継承されない悩みもある。 

先進地の技術導入例は多く，ここではごく代表的なものにとどめる。 
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  表4 先進地漁業導入の参考例表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （5） 釣漁具の発達 4） 

 明治の始めから一本釣，曳縄，延縄のそれぞれの漁具がある。タイ，アジ，サバ，ブリ等が基調で 

ある。当時は桜島横山のがっさい釣に見られるように，たい一本釣の専業ではなく，がっさい約とし 

て底魚を何でも釣っていた節がある。一方たい延縄では「1篭500ｍの幹縄に50本の釣針を付け，5篭 

を一縄と称して一昼夜に4回操業して，一挙に150尾の漁獲があった」という記録もある。当時は延 

縄の方が専業として栄えていたと思われる。餌はキビナゴが使用された。現在は延縄も往年の盛大さ 

はない。遊漁者が豪華な釣具や餌を用いて釣獲するようになって様変わりしてきた。 

 アジ，サバについては古くからがっさい釣として，夜釣で火光を利用して浮魚を対象に漁獲し，両 

天秤釣または片天秤釣として連綿として続いている。この天秤釣はサバ以外の多くの魚種に応用され， 

ハガツオやカマス，スズキ，エソ等に，使用されている。サバの延縄も佐多岬南方の三方曽根などで 

操業していた。昭和30（1955～1964）年代のサバ豊漁の時は屋久島や薩南海域でサバの跳ね釣が大流 

行したが，これも海面に浮上させるまでは天秤釣が使用された。最近は多くの枝糸に人工の毛針を付 

けて釣るハイカラ釣的手法も用いられ，高能率を上げるように工夫されている。 

 ブリについては『鹿児島県漁労説略』によれば撒餌ぶり釣，鰤魚配縄（延縄），鰤魚幌釣（曳縄） 

がある。鰤飼付（撒餌ぶり釣）が本県独特の漁法であるが，これは別項で詳述するので省略する。 

 往時はぶり延縄が全盛のようで，1篭 900ｍの元縄に50本の釣を付け，これを3篭使用する。1日 

3～4回操業，餌はトンキュウイカを使用。「一挙30尾獲る」とある。 

 西方浦（川内市）は現在漁村としては寒村であるが，明治（1868～1912）の初期はなかなか先進地 

であったように思われる。ぶり幌曳きの操業は古く，船に本帆と帆の2柱に備後莚を張り，速力を得 

ていた。45～27ｍの長さの幌を4本曳いており，幌には雄鶏の羽毛を使用している。その船を二階棚 

舟と言い，舟の長さは4.5ｍといわれる。あまりにも小型なので，戦後頴娃町海岸で筆者の見た舟幅 

の広い「チョロ舟」ではないかと思う。漁期は 11～12月，3人乗り，1日好漁の時30～40尾，1尾40 

銭で収入も良かったとある。その後，幌，角をいかに餌らしく見せるか，またブリの泳ぐ水深層にい 

かに届かせるか，餌を活きものにいかに見せるか等の研究が進み，潜行板の開発，幌かなの市販品化 

が進んだ。現在，漁場は南薩沿岸に移り，殆とが潜行板，動力化，省力化が進み，魚種もマグロ，カ 

ツオ，サワラなどの大型魚種に応用されている。一方ブリの延縄はすたれた。 



 －271－ 

 最近は一本釣の簡便さと，延縄の高漁獲性を組み合わせて缶流釣や深海立延縄漁法が考案されて 

いる。釣漁業の専業化を進める上から一層の漁具の開発が必要である。 

  ① 釣漁業の発展（図により推移を説明する） 

   ア．たい釣（たい一本釣 たい延縄） 

    ア）てんや釣（鹿児島市漁協） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   イ．たい延縄（秋目漁協） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ）たい一本釣（野間池漁協） 
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   ウ．たい延縄（串木野市島平漁協） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   エ．たいかぶし釣（阿久根市漁協）   オ．タイタグリ釣（山川町漁協） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② あじさば釣 

  ア．さば天秤釣（上屋久町漁協）    イ．さば昼釣（かいえい漁協） 
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   ウ．あじ昼釣（野間池漁協）      エ．さば跳釣り（上屋久町漁協） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ ぶり・かつお・まぐろ・さわら釣 

  ア．ぶり一本釣（野間池漁協）    イ．ぶり延縄（野間池漁協） 
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   ウ．ぶりゴム曳縄釣（種子島漁協） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    エ．さわら曳縄（喜界島漁協） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ④ せもの立延縄 深海延縄 

    ア．せもの釣（大和村漁協）   イ．ビン玉流し釣（笠沙漁協） 
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   ウ．缶流し釣（種子島漁協） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   エ．深海せもの底延縄（鹿児島県水産試験場） 
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 （6） 漁場・漁期 

 約百年前の沿岸地先の釣漁場について，当時の水産試験場報告を元に概要を説明したが，当時好漁 

場として栄えた梅吉曽根，三方曽根などでは，多くの魚種が衰退している。 

 釣漁業は単独で周年を経営することは困難で，多くの魚種を組み合わせて操業する。したがって多 

くの漁業を知る必要があった。 

 その漁期と漁場を表示すると次の通りである（表5）。 

  表5．階層別漁業の漁期・漁場表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （7） 餌 料 

 魚を引き寄せ，食いつかせるためには，餌が必要である。魚は視覚，触角，臭覚，味覚，聴覚など 

で餌の適否を判定する。このため四季，昼夜，時間帯などで釣果は異なり，餌の活き・死に，動きな 

どでも好不漁がおこる。基本的には魚がふだん何を食べているかによるが，活き餌，死に餌など古来 

使用されて来た餌の他に，江戸時代既に幌引用として利用されていたかつおの擬似針も歴史は古い。 

最近は漁具製作所で様々な製品が販売されている。主な漁業種類と餌の種類を上げるとおよそ次のと 

おり（表6）である。 

  表6．漁業種類別餌と漁場表 
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 （8）漁獲物 

 「農林水産統計」（1996・平 8年）によると表1の通り。漁業種別ではその他一本釣が多く，沿岸 

かつお，曳縄，延縄，いか釣の順となっている。魚種別には表7の通り，マグロ，サバ，カツオ，タ 

イの順であるが，仕分けされないその他魚種が非常に多い。生産量は多くないが地域特産の高級魚が 

釣獲されていることによる。 

  表7．釣漁業の魚種別漁獲量 1996（平 8）年      単位：㌧  資料：農林水産統計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （9）経営事例 

 釣漁業の経営事例を上げると次の通り（表8）である。漁業者1～2人で，専業として経営した好 

事例である。 
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  表8 1982（昭 57）年一本釣経営事例                   県水産課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．問題点と今後の課題 

 1） 問題点 

 本県沿岸漁業の地位は表9に示すように漁労 

体，つまり操業隻数からは実に52％を占め，就 

業者も30％で零細経営層が多い。1948（昭 23） 

年の釣漁業の漁獲高を見ると，タイ，サメのほ 

とんどがたい一本釣と延縄である。 

 制度的には自由漁業で，誰でも参加出来るの 

で，戦後の復員者，引揚者など職のない人々を 

吸収していったことが考えられる。 

 高度経済社会が出現したことで，漁業後継者は次第に減り，現在の就業者は老齢化している。この 

中で人々の需要も高級魚へと移った。そうなれば地先の高級魚を選別して漁獲するしかなく，それは 

釣漁業においてない。 

 戦後多くの人々に職を提供した釣漁業も最近では唯我独尊的な遊漁者の出現で様相を異にしてい 

る。専業の漁業者も遊漁者を漁場に運んだり観光船化するなど第三次産業化が進んでいる。限られた 

海洋資源であり，両者の協調が必要であろう。 

 2） 今後の課題 

 （1） 沿岸資源の維持培養 

 釣漁業の多くは沿岸地先で操業している。魚付林の伐採や乱獲など人為的な原因で失われた漁場は 

多く回復が待たれる。幸いに人為的な原因であれば人為的な改善も可能であろう。漁業者だけでなく， 

一般住民とも協調してその努力をすべきである。 

 （2） 遊漁者との協調 

 遊漁者が新しい産業構造の中に組み込まれようとしている。これまで乏しい資源を大事に守って来 

たのは漁民である。この中に遊漁という新規産業が組み込まれると，狭い漁場が一層狭くなるのは必 

至である。狩猟や河川では放鳥，放流などが行われ，その資源維持に努めている。沿岸の場合，自然 

資源の回復力は山や川よりも強い。「転ばぬ先の杖」の諺通り，お互いの協調で末永い資源維持の努 

力が必要である。 

 （3） 漁業技術の向上 

 釣漁業は今後も多様化が進むと思われる。高性能の漁具も一時的で，永続性の無い場合がある。 

表9．沿岸釣漁業の占める地位  1996（平8）年 



 －279－ 

 自由漁業であるので，他との競合もある。常に周囲の情勢を見極めながら，漁業者としての意識高 

揚を図る必要がある。 
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